
2言 語辞書における語義配列

宮井 捷二

1.は じめ に

RRK.Hartmannお よ びGregoryJames共 著 のD`cオ`oπ αηoプLe認cogrαp勿

(1998,Routledge,pp.85-6)お よ びHartman.ned.(1996)に よ れ ば

Lexicography(辞 書 学)は 理 論 と し て のdictionaryresearch(辞 書 研 究)と 実 践

と して のdictionary-making(辞 書 作 り)に 分 け られ る。 こ の うち,辞 書 研 究 は,

辞 書 学 が 学 問 と して一 人 立 ち で き な か っ た た め に,言 語 学(特 に,lexicology(語

彙 論))に 依 存 せ ざ る を得 な か っ た 。 しか し,過 去 数 十 年 の 問 に 辞 書 学 の研 究 が

国際 的 に盛 ん に な り,辞 書 学 の 学 会 が 誕 生 した り,辞 書 学 の 論 文 を発 表 す る た め

の専 門 の ジ ャ ー ナ ル や 国 際会 議 が 実 現 した り して,よ うや く辞 書 学 が 学 問 と して

認 知 さ れ る よ う に な っ た。 しか し,辞 書 研 究 と辞 書 作 りの 問 の境 界 線 は,そ れ ほ

ど明 瞭 で な い こ と も確 か で あ る。

辞 書 に お け る語 義 分 類 ・語 義 配 列 を考 え る場 合,語 義 関係 や語 彙 素 関 係 が 中心

的 な 課 題 と な る の で,理 論 的 に はlexicalsemantics(語 義 論)の 研 究 の 成 果 が 最

も頼 りに な る。

2.語 義分 類 ・語義 配列の 基本

さまざまな語義 を持つ見出 し語の意味をどのように記述するかは,辞 書作 りが

長い間取 り組んで来た大 きな課題である。たとえば,あ る語義 を他の語義の0部

とみなすか,ま たは独立 させ るか などは辞書編集者が常 に悩んで来 た問題であ

る。
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理想 的 な辞書(anidealdictionary)(Crysta1,1986)の 特徴 の一つ は,母 語話

者 が持 ってい る母語 につ いての 「語彙 体 系」 を適 切 に反 映 して い る こ とで あ る。

特 に,そ れぞ れの見 出 し語 の意味構 造 を正 確 に,分 か りやす く表 す こ とが肝 要 で

あ る。 その ため には,見 出 し語 の うち,多 義語 の語 義 をい くつ にす るか,ど の よ

うに分 け るか,ど の よ うに配列 す るか とい うことが大 変重 要 で あ る。語 義 は2言

語辞 書 で は,ほ とん どの場合,訳 語 に変 わ る。 従 って,外 国人学 習者 に分 か りや

す い よ うに訳語 を配列 す る こ とが 要求 され る。

現在 で は,語 義 を古 い順 に配列 してい る辞書 は少 な く,学 習辞 書 で は皆 無で あ

る。学 習辞 書 で は語 義 を頻 度順 に並べ るのが基 本 であ る。 しか し,そ れ だけで語

義配列 の問題が すべ て解 決す る とは言 え ない。

見 出 し語 の 中心 的 な意味 が把 握 しやす い ように語 義 を配 列 しない と使 用者 には

不 親 切 で あ る。 例 え ば,theRandomHouseDictionaryoftheEnglish

.Languageの 第2版(R且2)のrunの 項 目には 自動詞52,他 動 詞70,名 詞55,形

容詞2の 合 計179の 語 義 が た だ並 ん で示 され て い る(Louw1995,PP.358-360

andp.361)。 上 記のRH2のrunの い くつ か の定義 で は,superordinate(上 位 語)

であ るmoveが 使 われ てい る点 に注 目すべ きであ る(た とえば,run2=tomove

withhaste)。 これ は,学 習英和 辞典 の多 義語 の語義構 造 の記述 で も,別 な形 で,

み られ る こ とで ある。 「グ ラ ン ドセ ンチ ュ リー英和 辞 典」(2000)に お いて は,例

えば,多 義語raiseの 意 味 の全 体 像 をカバ ーす る代 表的語 義 は 「高 くす る」 で あ

り,sendの それ は 「移動 させ る」で あ り(江 原1999,P.139),noten.の そ れ は

「注 意 を喚起 す る もの」 で あ る。 これ らは,明 らか に訳語 で はな く,そ れぞ れ の

見 出 し語 の各訳語 の上位 語 であ る。

多 義語 の語 義 構 造 を明 示 す る考 え方 が は じめ て英 和 辞 典 に採 用 され た の は,

「グ ローバ ル英和辞 典」初版(1983)に おいてで あ る(南 出1998,fp.54)。 そ の 「ま

えが き」に は,語 義 の 記述 につ い て,「 見 出 し語 の語 義 に本 義 と分 義 を区別 し,

本義 と分 義 お よび分義 相 互 の間 の関連 を出来 うる限 り明示 しよ う と努 め た。」 と

記 され てい る。 さ らに,そ の 「本書 の使 い方」 に は,「 本義 とは,い くつ か の語

義の根底 にあ る基本 的意 義で,多 義語 の場合 には,い くつか の グルー プ に分 けて
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そ の相 違 を表す ことが あ る。」,さ らに,「 分義 とは本 義 の上 に形 成 され る意 義 で,

具体 的 には訳 語 と して現 れ るが,訳 語 にす ぐ結 びつ か ない ときは,前 に《 》 を

置 いて補足 す る。」 と記 されてい る。

「グ ローバ ル英和 辞典 」 の この よ うな考 え方 は,こ の辞典 の編 集代 表者 の著書,

佐 々木(1950)の 「語 義 につ いて」お よび 「語 義 の体系 」に源 が あ るが,著 者 はす

で に第2次 大 戦前 の1930年 代 に,語 義 につ いて この ような独 自な考 え を持 って

い た と思 われ る。

た とえ ば,佐 々木(1950,P.26)で は,senseを 例 にあ げ て,「 一体語 義 とい う

もの は どう して生 じたのか,生 じた語義 の 間 に何 か関係 はないのか,あ る とす れ

ばそれ を体系 的 に整理 す る こ とは出来 ない ものか,こ の ような反 省 もされな

い ので はない。」 と述べ,さ らにanimalを 例 にあ げて,多 義語 の体系 化 を説 いて

い る。anima1に,① 動 物 ② 人 間以外 の動物 ③ 四足獣 ④ 畜生,け だ もの(人 を卑

しめて)の 四つの意 義 を区別 して,こ れ らの うち① が根 本 的 な もの で あ る と推 定

してい る。 そ して,こ の四つ の意 義の あい だ に,少 しず つ意 味の一 致 と差 異 とが

あ る どし,「 この差 異 と一致 とい う相反 す る関係 が あ るため にanimalの もつ数 個

の意 義が全体 と して統 一 を保 ちえて い るのであ る。 この統一 された語義 の全体 を

語 義 の 「体 系」(system)と 呼 ぶ こ とが で きるで あ ろ う。」 と述べ てい る(佐 々木

1966,pp.40-41)a

3.学 習英和辞典の語義配列

筆 者 が 編 集 に か か わ っ た学 習 英 和 辞 典 ばか りで な く,現 行 の 学 習 英 和 辞 典 の 多

くは多 義 語 の 語 義構 造 を分 か りや す く呈 示 す る工 夫 を し て い る。 筆 者 が か か わ っ

た学 習 英 和 辞 典 の 語 義 配 列 の 原 理 につ い て,分 か りや す く説 明 す る と,概 略 次 の

よ う に な る。"lnourdic七ionaries,theprincipleistha七wefirstdividethe

meaningsofaheadwordintoprimarymeanings,undereachofwhichvcrehave

secondarymeanings.Wearrangemeaningsinsuchawayastohelpusers

understandsenserelationswithintheheadwordthroughJapaneseequiva一
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Lents.Closemeaningsareputclosertoeachother;distantmeaningsput

maredistantfromeachother.So,thereissomesortofhierarchyofmeanings

whichcanbeshowndiagrammaticallyina`meaningwindow'forthehead-

word.Thiswayofshowingthesemanticstructureofentrywordshascometo

beadoptedbyBritishEFLdictionaries.Forexample,wefind`signposts'in

LDOCE3,and`guidewords'inCIDE."(Miyai2000,p.4参 照).

「グ ロ ー バ ル 英 和 辞 典 」 初 版 で は,た と え ばwayの 本 義 ・分 義 お よ び 訳 語 を 次

の よ う に 示 し て,見 出 し 語 の 意 義 の 「流 れ 」 を 出 そ う と し て い る 。 な お,本 義 ・

分 義 は く 》 で 示 し て い る 。

《道》①(a)道(b)道 路(c)通 り道,進 路

《進行》②進行,前 進 《人生行路》③人生の道

《道 の り》④距離 《進路〉方向》⑤方向 《方向)_方面〉地域》⑥近所

《方面〉分野》⑦点 《方面〉職域》⑧職業

《方法》⑨や り方 《習慣》⑩習慣

《状態》⑪状態,具 合

し

これが,「 グ ラ ン ドセ ンチ ュ リー英 和辞 典」で は 「意味 の 窓」と して次 の よ うに整

理 され て,見 や す くな った。

[道]

行 く道:0道

E
道を行 くこと:② 進行

道のり:③ 距離

人生行路:④ 人生の道

進路 〉 方向:⑤ 方向

E 向き〉 具合:⑥(健 康などの)状態

方面 〉 分野:⑦ 細目

道筋 〉 やり方:⑧ 方法

個人のやり方:⑨ くせ
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前述 の よ うに,同 辞典 のraise,send,notenの 項 目で は,そ れぞ れの訳 語 の

上位語 が意 味の全体 像 をカバ ーす る代 表 的語義 として用 い られ,次 の よ うに示 さ

れて い る。

｠

raise

國 ⑭ 旺高くする1

上げる:0を 持ち上げる

②(価 格など)を上げる

③ の地位を高めるc加

上げる

酷育て上げる:④ を栽培する

作 り上げる:⑤ を調達する

立ち上が らせる:⑥(ほ こりなど)を立てる

⑦ を建てる

起 こす1⑧ を起 こす ⑨ を奮い起 こさせる

引き起こす:⑩ を引き起 こす ⑪ を提出する

呼び起 こす:⑫ を目をさまさせる

以前の状況を起 こす:⑬ をよみがえらせる

⑭(包 囲など)を解 く

send

匠移動させる』

羅i蕪 瞥
no#e

囮 圧注意を喚起するしるし]

要点の書き付け:0メ モ ② 短い手紙

③ 注(;r

公的な書き付け:④ 覚え書き ⑤紙幣

しるし:⑥ 記号

音符 〉音:⑦ 音色 ⑧C..の)鳴き声

要点 〉注目1⑨ 注意 ⑩ 著名
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以 下 にあ げ るcourtとwrongの 場 合 は,そ れぞ れの語 義構 造 を明確 にす る ため

に,そ れ ぞれ[特 別 な 目的 で仕切 られ た場 所]と[正 し くない]を 基本 的 な意味 と

して示 して い るが,は た して ほん と うにuser-friendlyで あ るか ど うか 問題 であ

る。

court

圧特別な目的で仕切られた場所]=0中 庭

② 幅広い短い街路

③(テ ニスなどの〉コート

裁判を行う場所:④ 裁判所

⑤ 裁判官

君主のいる場所=⑤ 宮廷 ⑦ 廷臣

⑧ 謁④見式

wrong

匠正しくない]

L
不正な:0不 正の

異常な=② 具合鯛悪い

向きが正しくない:③ 反対の

間違った=④ 誤った ⑤ 不適当な

4.今 後 の課 題

辞書 にお け る語義構 造 の表示 を考 える場 合,名 詞 と動詞 を同等 に考 え られ るか

とい う問題が あ る。 語義構 造 とシ ンタ ックス 的 な要 因 の関係 に注 目す れ ば,動 詞

の方が名 詞 よ りもシ ンタ ックス と関係 が よ り密接 であ る こ とは明 らか で ある。 あ

る動詞 の語義分類 を しよう とす る と, ,当然 そ の動 詞 の シ ンタ ックス上 の振 る舞 い

を念頭 におい て考 察す る こ とに なる。 た とえば,動 作 主(agent),目 標(goal),

経 路(path)な どの 関与者(participant)と 動詞 との関係 を調べ て,語 義 分類 を

し よ う とす る試 み も考 え られ る(vanderEijiketal.1995)。 ま た,Cowie

(1999,p.161)に よれ ば,た とえ ば動詞playの 項 目の微 構 造(microstructure)

は様 々 な語 義 の シ ン タ ックス 的 な関 係 に基 づ い て い る。 た とえ ば,(1)Who
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shouldplayonthewing?と(2)IthinkweshouldplayBillonthewing.と に用

い られ た動 詞playはergativeな 関係 にあ り,そ の シ ンタ ックス 的 な近 接 性 は

playの 語 義 区分 に反 映 され る。 しか し英和 辞典 で は,ergativeな 関係 にあ る語義

は大抵 他動 詞 と自動詞 に分 け られ るので,そ れ らの訳語 は離 れて配 置 され るこ と

にな る。 す なわ ち,先 に述べ た 「よ り近接 した意 味 は よ り近 くに配 置す る」 と言

う原則 に違反 す る こ とに なる。 これ は動 詞 は 自動 詞 と他 動詞 に分 け る とい う学習

英和 辞典 の伝統 とも関係 す る問題で あ る。

学 習英和 辞典 は互 い に競 い合 っ てい るなかで,'ま す ます学習 者 の便 利 さを追 い 冒

求 め て い る よ うで あ るが,果 た してuser-friendlyで あ るこ とが 学習 英和 辞 典 の

第一 の必 要条件 で あ るか とい う問題 は これ か らも考 えて行 く必 要が あ る。
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